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ミュージアムにかかわる研究者がどのようにミュージアム創設の要素を作り出してきたか

ー北海道の古生物系ミュージアムにおける脊椎動物化石発見と研究に注目してー

How researchers contributed to the creation of elements for establishing museums— focusing on the 

discovery and study of vertebrate fossils in paleontology-focused museums in Hokkaido, Japan

田中嘉寛 *
Yoshihiro Tanaka

Abstract. Museums are not something that simply exist by default. Their establishments involve various 
elements such as vision and planning, budgeting and location, collections and research—but all of these 
are assembled as a result of “human actions”. To clarify how researchers contributed to the creation of 
elements essential to museum establishment,  this study examines 13 paleontology-focused museums in 
Hokkaido, analyzing the relationship between fossil discoveries, research publication timing, and museum 
establishment. Museums were categorized into three types: (1) those established before fossil research was 
published, (2) those established after, and (3) those not directly linked to fossil discoveries. The findings 
highlight the critical role of researchers not only in scientific work but also in initiating museum projects, 
engaging with local communities, and shaping visions for museum development before scientific papers 
were published. Researchers contributed through fossil identification, excavation, preservation, and public 
outreach, often forming collaborative teams and influencing municipal decisions. The study emphasizes that 
museum creation is not automatic—it requires coordinated efforts, vision, and advocacy, especially before 
formal research results are available.

Key words：Museology, Museum management, establishing museums, research

1　本調査の目的と北海道の古生物系ミュージアム

　ミュージアムの年報などで入館者数や活動の活
発さについてある程度わかるが、内実は外からわ
かりにくい。「活動が実質的にストップしている
状態でも、外目には運営できているように見え
る」、開館して赤字さえ出していなければ運営で
きていると思われてしまう ( 篠田 2024)。そのよ
うなわかりにくさのある中で、修繕や移設などと
異なり、これまでなかった施設が新たに生まれる
瞬間は、ミュージアムのあり方のなかで過去とは
異なる段階へ移行したことをはっきりと認識でき
る数少ない瞬間であり、ミュージアムを調査する
上で貴重な示唆を与えてくれる出来事である。ミ
ュージアムはあってあたりまえではない。ミュー
ジアムの創立にはビジョンや計画の作成、予算や
場、収蔵資料や研究といった様々な要素がある
が、これらは「人」の行動の結果として揃えてい

くものである。
　ところで、日本博物館協会はほぼ 5 年ごとに日
本の博物館の実情を把握するとともに課題を整理
し、経年変化を明らかにすることを目的に、広
範囲の博物館を対象としたアンケート調査を実
施し、直近では『令和元年度 日本の博物館総合
調査報告書』をまとめた ( 日本博物館協会 2020)。
この調査は 55.7％と同種の社会調査と比較して回
答率が高く、博物館の運営に関する課題を体系的
にみた、最近の調査と捉えることができる。その
結果からは「人」に関する課題として、職員体制
が改善されない、職員数が不足（73.9%）、学芸系
職員の力量が発揮できていない（52.5％）、調査
研究が進んでいない（72％）などが挙がった。筆
者は古生物学を専門とし、現場に 10 年ほど学芸
員としてたずさわり、現在、北海道札幌市の博物
館計画に関わっている。上記のように博物館界の
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課題として捉えられている「研究」、そして「交
流活動」や「資料活動」といった博物館主要機能
を有機的に行うことで、ミュージアムの活動を効
果的に行うことができると考えて、日々実践を行
っている。
　そこで「ミュージアムにかかわる研究者がどの
ようにミュージアム創設の要素を作り出してきた
か」調査した。調査対象として北海道における古
生物の展示をもつミュージアムを 2 つの理由から
選んだ。まず、北海道からは 1970 年代より多数
の化石が発見されるようになった。そして、それ
ぞれの地域に、化石の展示をもつ博物館、あるい
は化石に特化した博物館の設立が相次いだ地域で
あるためだ。本稿では両者を合わせて古生物系ミ
ュージアムとよぶ。中には足寄動物化石博物館や
沼田町化石館のように化石の発見が博物館設立の
契機となっているケースが見られる。化石を地域
独自の文化資産としてミュージアムなどで展示す
るなど活用を意識している、という点で調査対象
として興味深い。2 つ目の理由として筆者自身、
協力関係や共同研究を含めると北海道大学総合博
物館、足寄動物化石博物館、むかわ町穂別博物館、
深川市郷土資料館、ピリカ旧石器文化館などと連
携があり、沼田町化石館と札幌市博物館活動セン
ターで勤務し、様々なミュージアムの設立の経緯
や運営の内情、関わった人々の人となりなど、出
版物では知ることのできない事柄を知る機会があ
ったためだ。
　本調査では前述のとおり「ミュージアムにかか
わる研究者がどのようにミュージアム創設の要素
を作り出してきたか」明らかにすることを目的と
して、特に「ミュージアムの設立」「脊椎動物化
石」「研究者」同士の関わりについて調査した。
なお、博物館のあり方は、登録博物館、博物館類
似施設といった法上のあり方だけでなく、博物館
主要機能の相対的な軽重など在り方は実に多様で
ある。本稿ではあくまでも脊椎動物化石と研究者
との関わりに注目し、一括してミュージアムとし
て扱う。

2　調査方法

　北海道の脊椎動物化石の古生物系ミュージアム
のうち、ある程度資料が存在するために調査可能
な 13 館をオープンした順にとりあげる。北海道
博物館、三笠市立博物館、むかわ町穂別博物館、
滝川市美術自然史館、忠類ナウマン象記念館、深
川市郷土資料館、足寄動物化石博物館、沼田町化
石館、北海道大学総合博物館、札幌市博物館活動
センター、中川町エコミュージアムセンター、ピ
リカ旧石器文化館、北広島エコミュージアムセン
ター（全て現行の名称）。
　上記 13 館の設立の契機となる化石の発見の有
無、その研究成果発表時期、そしてミュージアム
設立や計画の時期を重点的に調査し、ミュージア
ムごとに年表にまとめた（表 1-13）。情報収集は各
館や学芸員の刊行物などを参考に調査を行った。
札幌市などいくつかのミュージアムについては調
査の範囲を広げて所管する自治体の出版物なども
用いてより精緻にあらましを記述するようにし
た。最後に、年表の事項同士の関係性に基づいて
ミュージアムのタイプ分けを行い、化石と研究者
とミュージアム設立の関わりについて考察した。

3　結果　脊椎動物化石発見とミュージアムの設立

　ここでは、ミュージアムごとの歴史的背景として
所管自治体のもつ背景、脊椎動物化石の発見と研究、
ミュージアムの建設経緯と設置目的を整理した。所
管自治体の背景は、特別に引用がなければ 2025 年 1
月 6 日に参照したオンライン事典『ブリタニカ国際
大百科事典　小項目事典』から引用した。

（1）北海道博物館（表 1）
　ミュージアムの所在地は札幌市、所管は北海
道。北海道は古くから蝦夷地とよばれ、アイヌの
居住地だった。1869 年に北海道と改称。1872 年
から屯田兵などによって開拓がすすめられた。
　北海道博物館に関わる古生物としては、忠類で
のナウマンゾウ化石発掘が 1969 年にあった（忠
類ナウマンゾウ記念館の項目で述べる）。北海道
博物館にはほか、札幌市からみつかったヒゲクジ
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ラ化石や、北広島市からみつかったカイギュウな
どの化石も収蔵されている。
　北海道開拓記念館は、北海道百年記念事業の一
つとして、野幌森林公園、百年記念館とともに
1971 年に建設された ( 北海道開拓記念館 1971)。
その目的は、北海道開拓記念館条例第 1 条にある

「北海道百年を記念して、北海道の歴史に対する
認識を深めるため」としている。当初はメモリア
ルホールにちかいものを想定していたが、北海道
における人類の歴史を中心にした博物館へと方針
を修正し、1968 年から 1970 年にかけて常設展に
必要な展示物の収集が行われた ( 矢島 1996)。
　北海道開拓記念館時代の目的は「北海道の生い
立ち、開拓の足跡を示す資料を収集、保存し、展
示して北海道の歴史と未来への課題や可能性の認
識に役立てるとともに、今後、道内におけるこの
種の施設のセンターとしての役割を果たし、北海
道の開発に寄与せしめる」とされていた ( 北海道 
2010)。北海道博物館は 2015 年に北海道開拓記念
館と道立アイヌ民族文化研究センターが統合さ
れ、北海道を代表する「総合」博物館としてリニ
ューアルオープンした。北海道博物館の社会的使
命は北海道の自然や文化を未来につたえ、北海道
の中核博物館としてネットワークを構築すること
などが挙げられている ( 北海道博物館 2016)。

表 1　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無

ミュージアム名・設置主体 北海道博物館（北海道開拓
記念館）・北海道

開館 1971 年

経緯

1872 年　屯田兵などによ
る開拓
1967 年　『北海道開拓記念
館構想』

その後
2015 年　北海道開拓記念
館と道立アイヌ民族文化研
究センターが統合され、北
海道博物館オープン

設立の契機となる単一の標本 -
その発見 -
その発表 -

（2）三笠市立博物館（表 2）
　所管および所在の自治体は三笠市。1879 年に
道内最初の幌内炭鉱が開かれ、その後、次々と炭
鉱開発がおこり集落が発達。1971 年から炭鉱閉
山が続き、人口が急減。
　三笠市は脊椎動物だけでなく、アンモナイトの
産地としても有名である。1972 年に北海道三笠
高等学校が 2 万点ちかい化石を寄贈し、そのころ
さらに別の寄贈があり、化石整理を地元の化石コ
レクターに委託した ( 三笠市立博物館 1999)。
　1976 年にエゾミカサリュウが見つかり、1977
年に天然記念物として指定された。当初は肉
食恐竜だと考えられていたが、2008 年に海棲
爬虫類の新種タニファサウルス・ミカセンシ
ス Taniwhasaurus mikasaensis と し て 命 名 さ れ た
(Caldwell et al. 2008)。
　1975 年に郷土資料室を開設し、上記のエゾミ
カサリュウの発見、天然記念物指定の直後、1979
年に三笠市立博物館が開館した ( 三笠市立博物館 
1999)。三笠市立博物館条例、施行規則の「事業」
のなかで資料収集保管、展示、研究、出版物作成、
収蔵資料に関する講演会の実施、他の博物館と標
本の貸し借りや情報の交換を行うとしている ( 三
笠市立博物館 1999)。

表 2　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無
ミュージアム名・設置主体 三笠市立博物館・三笠市
開館 1979 年

経緯
1970 年代　化石が大量に
寄贈された時期
1975 年　郷土資料室開設

その後 開館後、郷土資料室は廃止
設立の契機となる単一の標本 エゾミカサリュウ
その発見 1976 年
その発表 2008 年

（3）むかわ町穂別博物館（表 3）
　所管および所在の自治体はむかわ町。鵡川の中
流から下流付近は田園地帯で米を産し、沿岸域で
は漁業も盛んで、鵡川を遡上するシシャモが特産。
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　首長竜類のホベツアラキリュウが 1975 年に発
見され、1977 年発掘された ( 西村 2024)。ホベ
ツアラキリュウは 1989 年にエラスモサウルス類
属種不明として記載論文が発表された (Nakaya 
1989)。2017 年に北海道指定の文化財となった (
むかわ町穂別博物館 2021)。
　その後、2003 年に発見された標本が、北海道大
学総合博物館の小林快次博士のグループによる調
査、追加の化石発掘がおこなわれ、国立科学博物
館で開催された「恐竜博 2019」の会期中にカムイ
サウルス・ジャポニクス Kamuisaurus japonicus と
命名された (Kobayashi et al. 2019; 西村 2024)。
　むかわ町穂別博物館の前身である ( 旧 ) 穂別町立
博物館は、ホベツアラキリュウを地元に残し、保管・
展示することを主な目的として、1980 年に建設計
画検討委員会が発足し、1982 年に開館した ( むか
わ町穂別博物館 2021)。2006 年に鵡川町、穂別町
が合併し、むかわ町穂別博物館に名称が変わった。
当初は化石だけでなく民具など人文系資料も展示
されていたが、1992 年に観光施設「穂別地球体験館」
がオープンするにあわせて展示更新を行い、古生
物に特化した博物館となった ( 西村 2024)。

表 3　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無

ミュージアム名・設置主体 むかわ町穂別博物館・穂別
町（現・むかわ町）

開館 1982 年　穂別町立博物館

経緯
1980 年　『穂別町郷土資料
館建設計画検討委員会』発
足
1981 年　穂別町立博物館
に名称を変更

その後

2006 年　鵡川、穂別が合
併しむかわ町穂別博物館に
名称変更
2019 年　カムイサウルス・
ジャポニクス発表
新しい博物館建設計画が進
行中

設立の契機となる単一の標本 ホベツアラキリュウ
その発見 1975 年
その発表 1989 年

（4）滝川市美術自然史館（表 4）
　所管および所在の自治体は滝川市。石狩川と空
知川の合流点で、石狩平野北部の商業都市。1889
年に屯田兵により開拓。
　1980 年 8 月に空知川でタキカワカイギュウが
発見された ( 古沢 1982)。発見当時、テレビで報
道され、北海道新聞が選ぶその年の 10 大ニュー
スに選ばれたほど話題となった ( 滝川市美術自
然史館 2000)。その後、タキカワカイギュウのク
リーニングと研究が地元で行われ ( 木村 2017)、
1984 年に北海道の天然記念物に指定され、1988
年に新種として発表された (Furusawa 1988)。
　美術自然史館が設立される以前には、郷土館が
あった。滝川市郷土館は 1970 年に開基 85 周年、
そして滝川市と江部乙町の合併 5 周年、また終戦
30 年記念事業として 1972 年に開館した。滝川市
郷土館の研究年報 1 号によると、タキカワカイギ
ュウの発見は郷土館に自然史の特色を加えたきっ
かけとなった。1983 年に『滝川市郷土美術館建
設基本構想』が出版され、海牛化石の展示を含め
て滝川市美術自然史館が 1986 年にオープンした。
　滝川市郷土館の目的は、地元の歴史をたずね、
郷土愛を培い、未来を想像することとされた ( 滝
川市郷土館 1983)。また、滝川市美術自然史館は
タキカワカイギュウの保存を目的としていたこと
が、タキカワカイギュウ研究の解説書内で滝川市
長によって紹介されている ( 古沢 1989)。

表 4　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無

ミュージアム名・設置主体 滝川市美術自然史館・滝川
市

開館 1986 年

経緯

1970 年　滝川市郷土館開
館
1982 年　北海道博覧会で
タキカワカイギュウのレプ
リカを展示
1984 年　タキカワカイギ
ュウが道の天然記念物に

設立の契機となる単一の標本 タキカワカイギュウ
その発見 1980 年
その発表 1988 年
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（5）忠類ナウマン象記念館（表 5）
　所管および所在の自治体は幕別町。幕別町は
2006 年に忠類村を編入した。十勝平野の町で畑
作、酪農がさかん。
　忠類ナウマン象化石は 1969 年 7 月に農道工事
現場でほぼ 1 頭分の化石骨が 46 点発見、発掘さ
れた ( 幕別町教育委員会 2025)。その後、追加調
査によって 1970 年に発見された化石の中にマン
モスゾウの臼歯も１点含まれていたことが判明
し、北海道初となるナウマンゾウの足跡化石も
発見された。1978 年に亀井節夫博士（京都大学）
が論文集『十勝平野』のなかでナウマンゾウの産
状についての論文を発表した。
　忠類ナウマン象記念館は、忠類でナウマン象
の化石が発見されたことを記念して 1988 年に建
てられた ( 添田 2024; 幕別町教育委員会 2025)。
2020 年ごろから町としては初となる学芸員が 1
名採用され、古生物学の研究を行っている ( 木村 
2023; 添田 2024)。
　ミュージアムの設置目的について所管する教育
委員会のホームページには、ナウマンゾウの発見
から発掘までの感動をパネルや映像、復元模型等
を用いて紹介している、としている ( 幕別町教育
委員会 2025)。

表 5　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無

ミュージアム名・設置主体 忠類ナウマン象記念館・忠
類村（現・幕別町）

開館 1988 年
経緯 -
その後 2024 年にリニューアル
設立の契機となる単一の標本 ナウマンゾウ
その発見 1969 年
その発表 1978 年

（6）深川市郷土資料館（表 6）
　所管および所在の自治体は深川市。1895 年ご
ろから屯田兵による開拓が進められた。
　1978 年にフカガワクジラが発見され、1982 年
にセミクジラの一種であるという報告書が出版

された ( フカガワクジラ発掘調査団 1982)。2020
年にセミクジラ科の新属新種アーケオベリーナ・
ド サ ン コ Archaeobalaena dosanko と 命 名 さ れ た
(Tanaka et al. 2020)。
　深川市郷土資料館は 1992 年に多目的文化施設
の中に収蔵庫とともに設置された ( 深川市教育委
員会 2017)。フカガワクジラの展示は重要な扱い
ではあるが、郷土資料館の展示は主に明治時代の
史料や音江の環状列石とあるため ( 深川市教育委
員会 2023)、筆者はフカガワクジラを深川市郷土資
料館の設立の契機となる標本として捉えなかった。

表 6　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無
ミュージアム名・設置主体 深川市郷土資料館・深川市
開館 1992 年

経緯 1978 年にフカガワクジラ
発見

その後 2020 年　フカガワクジラ
新属新種発表

設立の契機となる単一の標本 -
その発見 -
その発表 -

（7）足寄動物化石博物館（表 7）
　所管および所在の自治体は足寄町。林業と農業
が主要産業で、穀類や豆の栽培、酪農と畜産が行
われる。
　足寄における脊椎動物化石の発見と研究、博物
館計画については、1976 年の化石発見から 1998
年の開館まで澤村 (2001) で、開館後の 1998 年から
2018 年までは澤村 (2021) に詳しくまとめられてお
り、引用がない場合はそれらに基づいて記述する。
　足寄において新種になったもののうち、最初に
発見された化石は 1976 年に地質調査中の研究者
によって発見されたアショロア Ashoroa laticosta

であった。1980 年代にも重要な化石の発見が相
次ぎ、これらは地元の方々による発見である。
1989 年に『足寄動物化石群研究の記録』が教育
委員会によって出版され、調査の進捗が記録され
た。足寄町の名を冠したアショロアが新属新種
として発表されたのは 2000 年であった (Inuzuka 
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2000; 澤村 2021)。足寄動物化石博物館設立の契
機となった標本は束柱類のアショロアだけでなく
新種となったベヘモトプス、そして鯨類化石も含
まれ ( 澤村 2001)、アショロカズハヒゲクジラな
ど 4 種のヒゲクジラ類の新種が 1995 年に発表さ
れた (Barnes et al. 1995)。これらの化石は 1981 年
から 1990 年にかけて発見されたもので、いずれ
も開館前に発見、発表された。
　ミュージアムの設立を含めた経緯は、1976 年
に化石の発見、1984 年に足寄町教育委員会が
化石作業所を開設、1991 年に学芸員を採用し、
1994 年に『足寄動物化石博物館（仮称）設立基
本構想』を策定、1998 年に開館した。2010 年か
らは指定管理者制度を導入した。2014 年には子
どもにわかりやすくすることを狙って展示更新を
行った。その際、同館学芸員が作成した古生物復
元画がふんだんに使われた展示となった。
　1994 年の『足寄動物化石博物館（仮称）設立基
本構想』における目的は、足寄動物化石群を保管、
管理、収集、研究し、研究成果を公開し、町の財
産として活用することとされている ( 澤村 2021)。

表 7　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無
ミュージアム名・設置主体 足寄動物化石博物館

設立の契機となる単一の標本 アショロア、アショロカズ
ハヒゲクジラなど

発見
1976 年（アショロア）1990
年（アショロカズハヒゲク
ジラ）

発表
2000 年（アショロア）　
1995 年（アショロカズハ
ヒゲクジラ）

経緯

1984 年化石作業所開設
1989 年『足寄動物化石群
研究の記録』出版
1990 年町民による事業検
討委員会
1991 年学芸員採用
1994 年『足寄動物化石博物
館（仮称）設立基本構想』

開館 1998 年
その後 2010 年指定管理者制度

（8）沼田町化石館（表 8）

　所管および所在の自治体は沼田町。町名は最初
に移住した富山県の沼田喜三郎に由来する。かつ
て炭鉱が栄えたが、現在は農業が主産業。
　沼田町におけるミュージアム設立のきっかけと
なったヌマタネズミイルカは、1985 年 6 月に山
下茂教諭が幌新太刀別川で発見し、7 月に発掘、
研究が始められ ( 沼田化石研究会 1991)、2000 年
にヌマタネズミイルカ Numataphocoena yamashitai

と命名された (Ichishima & Kimura 2000)。
　1985 年 9 月には沼田歯クジラ会が山下教諭ら
の呼びかけで創設され、1987 年に歯クジラ会は
沼田化石研究会に改称した。1988 年に沼田町化
石展示学習基本構想がまとまり、1989 年から展
示がスタートした。1991 年の化石研究会記念誌
には、会が数度にわたり沼田町に博物館建設の要
望を出したことが記されている ( 沼田化石研究会 
1991)。1992 年に町は自然史研究室を開設し学芸
員を配置して博物館開館準備を始めた。1999 年
に既存の建物を利用した沼田町化石館が市街地に
開館した ( 沼田町化石館 2000)。2008 年には山あ
いの幌新地区の既存施設を利用した展示施設「沼
田町化石体験館」がオープンした。
　ミュージアムの前身となる沼田化石研究会の目
的は「社会教育事業として沼田産化石に関する認
識を深め、町民の学術及び文化の発展に寄与する
こと」としている ( 沼田化石研究会 1991)。沼田
町化石館の目的は「地元産の化石を町民に理解し
やすく公開し、町民と一体化した普及活動にあた
る」こととしていた ( 沼田町化石館 2001)。
　
表 8　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無
ミュージアム名・設置主体 沼田町化石館・沼田町
開館 1999 年

経緯

1989 年　展示を開始
1990 年ごろ　博物館建設
の提案が化石研究会から出
される
1995 年　『地域環境博物館
構想』

その後 2008 年　化石体験館開館　
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設立の契機となる単一の標本 ヌマタネズミイルカ
その発見 1985 年
その発表 2000 年

（9）北海道大学総合博物館（表 9）
　所在地は札幌市。所管する北海道大学の背景に
ついて、北海道大学総合博物館年報の沿革に基づ
いてまとめる ( 北海道大学総合博物館 2023)。北
海道大学の前身である札幌農学校は 1876 年に開
校した。札幌農学校開校以来 150 年になる研究成
果として、現在 400 万点を超す学術標本が学内に
所蔵され、その中には 1 万 3 千点以上の貴重なタ
イプ標本が含まれている。
　ミュージアム構想以前の脊椎動物化石の発見、
発掘としては 1930 年代にサハリン（当時の樺太）
で発見されたニッポノサウルスやデスモスチルス
がある ( 越前谷ほか 2017)。昨今、話題になって
いるむかわ町から発見されたカムイサウルスの研
究も当博物館で行われた (Kobayashi et al. 2019)。
　1966 年から総合博物館設置が検討され、2001 年
に公開展示が開始され、2016 年のリニューアルで
北海道大学 12 学部を紹介する展示を新設した。
　北海道大学総合博物館の使命は「学術標本の保
管・整理、次世代への継承と情報の提供、学術資
料を用いた学際的研究分野の開拓、展示・セミナ
ー等を通じた教育普及活動、博物館文化の創造と
発信」とされている。

表 9　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無

ミュージアム名・設置主体 北海道大学総合博物館・北
海道大学

開館 1999 年

経緯
1876 年　札幌農学校開校
1884 年　開拓使より博物館
を譲り受け、付属博物館実現

その後
2001 年　展示公開開始
2016 年　リニューアル

設立の契機となる単一の標本 -
その発見 -
その発表 -

（10）札幌市博物館活動センター（表 10）
　所管および所在の自治体は札幌市。1922 年に
札幌市制が施行され、1970 年に人口 100 万人を
超え、1972 年に政令指定都市に移行した。2009
年から人口は自然減少。

表 10　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無

ミュージアム名・設置主体 札幌市博物館活動センタ
ー・札幌市

開館 2001 年

経緯

1986 年　教育委員会で自
然史系博物館の検討を開始
1993 年　市民から博物館
建設の提言
1996 年　『札幌市博物館基
本構想』
1998 年　財政改革推進計
画に伴い、施設建設凍結
2001 年　『札幌市博物館計
画推進方針』

その後

2002 年　サッポロカイギ
ュウ発見
2007 年　サッポロカイギ
ュウ報告書
2008 年　サッポロクジラ
発見
2012 年　市民と有識者に
よる次世代型博物館計画検
討委員会発足
2015 年　『（仮称）札幌博
物館基本計画』
2016 年　札幌市博物館活
動センター移転
2019 年　『（仮称）札幌博
物館展示・事業基本計画』

設立の契機となる単一の標本 -
その発見 -
その発表 -

　札幌市からはサッポロカイギュウとサッポロク
ジラが発見されている。サッポロカイギュウは
2002 年に肋骨や胸骨などが発見され、市民向け
の成果報告会を実施し、報告書が出版された ( 札
幌市博物館活動センター 2007)。サッポロカイギ
ュウは札幌市から初めて見つかった大型脊椎動物
化石であり、カイギュウの巨大化に関して重要な
標本であると考えられている ( 古沢 2013)。2008
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年に発見された札幌市産のサッポロクジラの化
石は頭蓋骨、下顎、脊椎骨、前肢などから成り、
世界的にみても多くの部位が保存されているセ
ミクジラ科化石といえる。2025 年 8 月に新属新
種の Megabalaena sapporoensis として命名された
(Tanaka et al. 2025)。
　札幌市では自然史系博物館の計画を推進して
いる。田中 (2024) は札幌市における博物館計画
の経緯を 3 期に分けた。第 1 期における建設計画
は 1991 年のバブル経済の崩壊によって札幌市財
政も税収の落ち込みや累積債務の増加が大きくな
り、先送りされた。第 2 期では学芸員が着任し、
それまで行っていた資料収集に加えて、普及活動
と展示を実施し始めた。第 3 期の 2011 年に第 3
次札幌新まちづくり計画がはじまり、その政策目
標「市民が創る自治と文化の街」の一つとして「次
世代型博物館の検討」がはじまり ( 札幌市 2011)、
これまでの博物館活動をふまえて新しい博物館計
画を策定することとなり現在に至る。
　札幌市の博物館には「市民が郷土の自然・歴史・
文化についてより深く学び、札幌を訪れた方にそ
の魅力を十分に伝える場」としての役割が求めら
れている ( 札幌市 2019)。

（11）中川エコミュージアムセンター（表 11）
　所管および所在の自治体は中川町。北海道北部
の山地で林業がさかん。
　中川町からはクビナガリュウが 1973 年と 1991 年
に、また恐竜も見つかっており ( 疋田・早坂 2005)。
2006 年に概要が報告された ( 望月ほか 2006)。
　中川エコミュージアムセンターは町全体をミュ
ージアムとして捉えたときの中心施設で、展示、
収蔵、研究機能を持っている。中川エコミュージ
アムセンターの創設以前から中川町郷土資料館
があり、地域調査などの活動をおこなっていた。
1997 年には化石の里づくり推進室が設置され、
1998 年には『第 4 次中川町総合計画』の 3 大プ
ロジェクトの一つとして「化石の里開花プロジェ
クト」の推進が決定された。1998 年から郷土資
料館は紀要「自然誌の研究」を創刊し、自然、文

化、生活の財産を町内に見出し、化石以外の中川
の魅力を包括的に地域の魅力として捉えてまちづ
くりを行う方針が 1999 年に『中川エコミュージ
アム構想』としてまとめられた。2002 年に廃校
を利用した展示、宿泊施設がオープンした。
　中川エコミュージアムセンターは、学術情報発
信の場、学びと交流の場、地域住民のマチづくり
参画の場として設置された ( 疋田 ・ 早坂 2005)。

表 11　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無

ミュージアム名・設置主体 中川町エコミュージアムセ
ンター・中川町

開館 2002 年

経緯

中川町郷土資料館
1997 年　化石の里づくり
推進室設置
1998 年　『第 4 次中川町総
合計画』の 3 大プロジェク
トの一つとして「化石の里
開花プロジェクト」の推進
が決定
1999 年　『中川エコミュー
ジアム構想』

設立の契機となる単一の標本 クビナガリュウ
その発見 1973 年
その発表 2006 年

（12）ピリカ旧石器文化館（表 12）
　所管および所在の自治体は今金町。渡島半島に
ある町で 1947 年に利別村を改称して町となった。
農業、酪農、木材産業がある。ピリカ遺跡は史跡
に指定されている。
　ピリカカイギュウは 1983 年に発見、1984 年に発
掘、1992 年に報告書にまとめられた ( 美利河海牛
化石調査研究会 ・ 北海道今金町教育委員会 1992)。
　1989 年 に は 博 物 館 建 設 構 想 委 員 会 の 設 置、
1986 年に人文と自然の学芸員がそれぞれ採用さ
れ、1993 年から建設準備委員会、同年からは博
物館建設準備室がスタートした ( 糸魚川 1995) が、
1996 年度に諸般の事情により博物館建設につい
ては中断せざるを得なくなったとされ、遺跡の
整備の推進が進められた（北海道今金町 2003）。
2003 年にピリカ旧石器文化館が、2006 年に今金
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町文化財保管・活用庫が設置された。今金町のホ
ームページによるとピリカカイギュウは文化財保
管・活用庫に収蔵されている。2022 年に新たに『今
金町文化財保存活用地域計画』が策定され、「文
化財を守り、調べ、磨き上げ、郷土に誇りを持て
る人を育てる」ことを目標に 10 年間で 24 の事業
を展開することが示された ( 北海道今金町 2022)。
　ピリカ旧石器文化館の目的は、展示や普及活動
を通して国指定史跡ピリカ遺跡を貴重な文化遺産
として後世に伝えることとピリカ旧石器文化館ホ
ームページで述べられている。

表 12　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無

ミュージアム名・設置主体
ピリカ旧石器文化館・今金
町

開館 2003 年

経緯

1980 年　博物館設立計画

1989 年　博物館建設構想
委員会

1993 年　博物館準備室ス
タート

1996 年　博物館計画中断

その後
2006 年　今金町文化財保
管・活用庫

設立の契機となる単一の標本 -

その発見 -

その発表 -

（13）北広島エコミュージアムセンター（表 13）
　所管および所在の自治体は北広島市。1884 年
に広島県の人々が移住し、1996 年に市制施行に
ともない北広島市に改称。隣接する札幌市の発展
に伴って、大学や工場がふえて、住宅団地がつく
られ都市化がすすんだ。
　キタヒロシマカイギュウは 1971 年に発見され、
2010 年に市指定の文化財となった ( 北広島市教
育委員会 2014)。ほかセイウチ、ケナガマンモス
などが発見されている。
　2010 年に『北広島市エコミュージアム構想』
が策定され ( 北広島市教育委員会 2010)、2014 年
にオープンした。
　ミュージアムで配布しているパンフレットによ

ると、北広島市の豊かな自然や歴史、産業につい
て情報の収集や発信、展示などの役割を担う「屋
根のない博物館 (= エコミュージアム )」の拠点
施設で、「温故知新」の精神を今に伝え、エコミ
ュージアムを推進するコア施設としてオープンし
たと記されている。

表 13　ミュージアムの設立の経緯と設立の契機となる化

石の発見の有無

ミュージアム名・設置主体 北広島エコミュージアムセ
ンター・北広島市

開館 2014 年

経緯 2010 年　『北広島エコミュ
ージアム構想』

設立の契機となる単一の標本 -
その発見 -
その発表 -

4　考察　

　ここでは、各ミュージアムを 2 つの視点で比較
する。まず、上記調査で整理した情報に基づいて
ミュージアム設立と、設立の契機となった標本の
研究発表との時期に基づいてミュージアム設立に
対する研究発表の影響を考察する。次に、脊椎動
物化石が設立に大きく関わったミュージアムに絞
って、ミュージアムにかかわる研究者がどのよう
にミュージアム創設の要素を作り出してきたか考
察する。

（1）ミュージアム設立のタイプ
　設立の契機となる化石の発見の有無、その研究
成果発表時期、そして博物館設立や計画の時期に
基づいて以下の 3 タイプ（タイプ 1：設立が先で
研究発表が後のミュージアム、タイプ 2：研究発
表が先で設立が後のミュージアム、タイプ 3：化
石が直接開館の契機ではないミュージアム）に分
類した（表 14）。
　タイプ 1「ミュージアム設立の契機となった化
石があり、設立が先で、研究発表が後のミュージ
アム」は時系列の関係上、研究発表が直接ミュー
ジアムの設立に結びついていないが、論文出版以
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前、すなわち研究中の段階において、すでに設立
の契機となる標本の重要性が明らかになり、ミュ
ージアム設立への機運が高まっていった可能性が
ある。それは次の項目で述べる。
　
表 14　設立の契機となる化石の発見の有無、その研究成

果発表時期、そして博物館設立や計画の時期に基づく北

海道古生物系ミュージアムの分類

ミュージアム名称
設立の契機と
なった単一の

化石
研究発表 分類

穂別町立博物館 あり 開館の後 タイプ 1
三笠市立博物館 あり 開館の後 タイプ 1
中川エコミュージ
アムセンター あり 開館の後 タイプ 1

沼田町化石館 あり 開館の後 タイプ 1
滝川市美術自然史
館 あり 開館の前 タイプ 2

忠類ナウマン象記
念館 あり 開館の前 タイプ 2

足寄動物化石博物
館 あり（複数） 開館の前後 タイプ 2

札幌市博物館活動
センター なし - タイプ 3

滝川郷土館 なし - タイプ 3

深川市郷土資料館 なし - タイプ 3
ピリカ旧石器文化
館 なし - タイプ 3

北海道博物館（北
海道開拓記念館） なし - タイプ 3

北海道大学総合博
物館 なし - タイプ 3

北広島エコミュー
ジアムセンター なし - タイプ 3

タイプ 2「ミュージアム設立の契機となった化石
があり、研究発表が先で、設立が後のミュージア
ム」は研究発表の後オープンした。滝川郷土館は
滝川市美術自然史館の前身で、タキカワカイギュ
ウ化石が発見される以前に設立されたミュージア
ムであり、タキカワカイギュウの発見によってミ
ュージアムのあり方が変わった例として興味深
い。足寄動物化石博物館の開館は 1998 年でアシ
ョロアとクジラ化石 4 種が新種として開館前後に
発表された。つまり、足寄動物化石博物館の場合、
ミュージアム設立の契機となったのは単一の化石

標本ではなく、複数のタイプ標本になるような良
質な化石標本であった。
　タイプ 3「化石が直接開館の契機ではないミュ
ージアム」は古生物学だけでなく、自然史分野や
人文分野も広く扱っている特徴がある。また、学
芸員や研究員数も 10 人を超えるような大規模館
などでは、収蔵点数も多いため、複数の重要な標
本が収蔵されているが、博物館設立の契機となる
標本はない。例えば、自然史と人文を広く扱う北
海道大学総合博物館には、1930 年代に発掘され
たニッポノサウルスやデスモスチルスのような重
要な標本があるが、大学全体が収集した大量の学
術標本全体のなかで、ニッポノサウルスやデスモ
スチルスは核の一部となった。

（2）古生物学者のかかわり方
（2）-1 設立前からの働きかけとチーム作り
　ここからは、先にタイプ 1 と 2 に分類した「ミ
ュージアム設立の契機となった化石があったミュ
ージアム」に絞って、ミュージアムにかかわる研
究者がどのようにミュージアム創設の要素を作り
出してきたか考察する。文献調査による調査には
偏りがある。少部数印刷のため地元でなければ読
むことができない出版物もあり、全てを網羅して
調査できたわけではないが、ミュージアムごとに
公表されている出版物数にかなりの差が存在する
可能性がある。そのため、記録量が豊富なミュー
ジアムと古生物学者を中心に考察する。
　タイプ 2 である足寄動物化石博物館は、設立前
に調査をまとめた冊子が出版されている。また、
開館前後にかかわった学芸員によって教育系の学
術誌上で、経緯や実態やビジョンがまとめられて
おり ( 澤村 1996, 2001, 2021)、特に情報量が豊富
なミュージアムである。足寄動物化石博物館の化
石は 1970 年代後半から 1980 年代前半にかけて多
く発掘された。それらの化石に関わった研究者た
ちは、それらの価値を理解し、博物館設立を町民
や行政に訴えた ( 澤村 1996)。例えば、1989 年の『足
寄動物化石群研究の記録』では足寄には化石がま
だまだ見つかるため発見、発掘のセンターとして
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「”デスモスチルス博物館”が誕生し、世界中の人々
とのつながり、交流が開かれることを心から期待
しています」と松井愈教授（北海道大学）の言葉
がある ( 北海道足寄町教育委員会 1989)。また『足
寄動物化石群研究の記録』のなかでは、すでに町
の理事者が博物館設立を進めることを想定してい
たこともインタビューのなかで知ることができ
る。町民による多くの寄稿文も含まれており、博
物館設立への願いだけでなく、博物館と化石産地
を結びつけることが重要といった考え方も見るこ
とができる。このことから 1989 年以前にはすで
に目指す方向性が町民、行政、研究者で共有でき
ていた。その後、ロサンゼルス郡立自然史博物館
の Lawrence Barnes 博士を 1992 年に招き、エティ
オケタスと呼ばれるヒゲクジラ化石の研究論文を
1995 年に共同で発表した。ここまでをまとめる
と、古生物学の研究者が 1998 年の開館にむけて
町民や行政への働きかけをしただけでなく、研究
体制も組織化したことがわかる。

（2）-2 研究者の技能の貢献
　次に「人」を中心としてミュージアム創設の要
素をどのように作り出してきたか考察する。木村
方一（北海道教育大学）は 1969 年の忠類ナウマ
ンゾウ発掘から、足寄動物化石博物館、滝川市美
術自然史館、沼田町化石館、北海道博物館（当時
は開拓記念館）、深川市郷土資料館の化石発見、
研究、ミュージアム設立に関わった研究者として
重要である。詳細な経緯がわからないケースもあ
る中で、幸いなことに木村は自伝的書籍を出版し
( 木村 2020)、北海道の古生物学をまとめた論文
や書籍を出版し ( 木村 2003, 2023)、大学退職時に
かつての学生たちによって出版された記念冊子が
あり ( 木村方一先生のご勇退を祝う会 2003)、木
村の論文出版、学会発表、講演記録、新聞記事な
ど長年の活動の全体像を詳しく知るだけでなく、
様々な活動に対する木村の考えも知ることができ
る。資料が豊富に存在する木村方一を中心に考察
したい。
　古生物系ミュージアムの設立を考えると、研究

者は技能の提供で貢献してきた。具体的には化石
発見、発掘とクリーニング、研究、博物館設立提
言、教育普及などが挙げられる。これらについて
詳しく見て、ミュージアム設立の要素を作り出し
た研究者の技能について考察していく。特に引用
がない場合は、木村 (2020) から得られた考察で
ある。
　まず、化石の発見にかかわるスキルとは、化石
の鑑定であり研究能力によって支えられている。
木村の場合は北海道開拓記念館（当時）の研究者
との繋がりによって化石に引き合わせてもらった
記述もある（フカガワクジラとタキカワカイギュ
ウがそのケースである）。また化石の寄贈につい
ては、化石所有者との交渉も必要なスキルであ
り、面会してもらえなかったこともあるが、何度
も通って寄贈まで進めることができたエピソード
も紹介されている。また、工事現場における化石
発見の際には、交渉相手との利害関係を明らかに
して、互いの利益が最大になるような妥協点を見
出すエピソードもある。
　次に、発掘とクリーニングにかかわる技能と
は、チームづくりの能力である。特に、大規模な
発掘は担当者を決めて分業するスキルが必要であ
る。例えば、発掘チームで進展を共有し市民への
普及教育も行う勉強会や、日々の進展を共有し一
体感を作るだけでなく記録として残すこともでき
る印刷物を発掘期間中に逐一作成するなど、長期
的展望をもって工夫している様子も紹介されてい
る。
　化石発掘の後のクリーニング作業も同様に工夫
がみられる。クリーニングの技術は経験のある研
究者（木村ら）から教えてもらいつつチームの技
術として定着させていった様子が、タキカワカ
イギュウの事例で知ることができる ( 田中 2000)。
つまり、具体的に現場の作業の経験と知識も必要
とされる。また、人的コネクションを活用して、
研究が必要な化石にあわせて研究者を海外から招
き、化石発掘の教育普及を教諭に貢献してもらう
など ( 木村 2017)、仲間たちの特技をよく理解し
た上で適した役割を充てている。そして、化石の



12

学術的意義を行政に訴え、マスコミを通して発信
するための研究とコミュニケーションの技術が重
要であろう。例えば、忠類でのナウマンゾウ発掘
は新聞で報道され、当時かなり話題になったよう
で、これによって道民の化石意識を高め 1970 年
代の発掘につながったという記述もある。
　研究を進めつつ、足寄町、滝川市、沼田町では
化石の学問的重要性をプレスリリースしつつ、自
治体の理事者に学術的な意義を報告し、博物館設
立を提案するなどしている。これはどのような方
向性が望ましいかといったビジョンをもっていた
ため提案することができたであろう。足寄町の場
合、木村だけでなく足寄でかかわった研究者た
ちが博物館設立を提案していたことが澤村 (1996)
に記されている。同様に、発掘チームの運営も中
心的役割を担っていたものの木村一人で行ってい
たわけではなくチームとして機能していた。

（2）-3 地域を超えた活動と経験の蓄積
　上記では木村を中心に研究者の貢献を見てきた
が、複数のミュージアム運営に関わった研究者と
してはカイギュウ類の専門家である古沢仁（滝川
市、沼田町、札幌市で学芸員として勤務した）、
また深川市や滝川市の化石の発掘に多く参加し、
沼田町のヌマタネズミイルカなどを発見・発掘
し、中学校教諭を退職したのちは沼田町化石館に
勤務した山下茂もいる。1978 年のフカガワクジ
ラの発掘と 1980 年タキカワカイギュウの発掘の
両方に参加した人も多かった（深川市と滝川市は
隣接している）( 木村 2000)。上記に名をあげた
方々のほかにも幾人もの鍵となる人物がいるし、
記録には残りにくいケースもあるだろうが、横断
的にミュージアムに関わった研究者やチームの活
躍に気がつく。
　地域ごとに個別にミュージアムが興ったのでは
なく、技能をもつ人々同士が地域を超えて繋がり
チームとして機能することでミュージアムの設立
が推し進められたことが見えてきた。木村や他の
研究者たちは地域を横断してかかわっているた
め、ノウハウの蓄積があることが大きなメリット
だったことに気がつく。様々な地域で協力や交渉

をとおして人々と繋がり、専門的な知識や経験を
蓄積し、ミュージアム設立やその後も有機的な博
物館活動を想定したビジョンをつくり、住民や自
治体にメッセージを発信し博物館文化を醸成し
た。発見された化石を地元に残したいという思い
が木村（2020）には繰り返し綴られている。これ
らのことから技能だけでなく、人々への敬意と地
域に貢献したいという気持ちも様々な地域のミュ
ージアム設立に繋げてきた要素であろう。

まとめ

　本調査では北海道の脊椎動物化石の古生物系ミ
ュージアム 13 館を、設立の契機となる化石の発
見の有無、その研究成果発表時期、そして博物館
設立や計画の時期を文献から調査した。その結
果、設立の契機となる標本があったミュージアム
にとって、ミュージアム設立以前の段階で、化石
の専門家による自治体への働きかけが重要という
ことが強調された。研究成果が出る前の段階から
ミュージアム構想や仕組み、オープンに向けた組
織づくりが課題で、そのような実践から構想まで
のノウハウをもった研究者が、地域を横断的に、
かつ人々の間や組織の中で貢献していたことがミ
ュージアム設立に繋がったと考えられる。
　ミュージアムに関わる研究者にとっての技能と
は、発掘やプレパレーションや研究といった実務
能力のほか、ビジョンを作ること、人々に働きか
けること、チームを作ることである。
　最後に、本研究の限界についても述べておき
たい。それは本稿で主張した傾向は、時代、地
域、分野の制限のなかで見えたものであるという
ことだ。バブル経済の崩壊と人口減少、昨今の物
価高騰もあり、現代は 1990 年代前半以上にミュ
ージアム設立のハードルは高くなっていること
が、調査したミュージアムの設立時期との違いで
あろう。本研究で示されたように、研究発表前の
段階において、研究者から行政へのミュージアム
設立といった働きかけが重要であることは違いな
いが、しっかりと研究発表を行って学術的により
強固に意義づけされた化石標本にすることが今後
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の社会では重要になってくると思われる。この点
は、今後の実践のなかで明らかにしたい。また、
本稿では北海道という地域、そして筆者の専門分
野である脊椎動物分野に絞って調査した。そのた
め、地域と分野の偏りがある。本調査で得られた
考察をどれほど一般化できるかは北海道以外の地
域での調査が必要であり、それによりミュージア
ムと化石標本と研究者との関わりを明らかにする
ことができるようになるだろう。
　現在、水面下でミュージアム設立を検討している
自治体やグループもあるだろう。本研究は上記のよ
うな限界もある調査であるが、本稿が現代と後世の
ミュージアム設立に少しでも役立てば嬉しい。
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